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信じる人、信じない人（ヨハネ10:25-27）
皆さんにとって、宝は何でしょうか。私たち人間に何が一番必要なものなのでしょうか。いろいろな意見があるでしょうけれども、それを神様が私たちに与えられました。それは神様にしか与えることのできない宝、プレゼントです。それを福音と言います。福音とは何でしょうか。

それは、私たち人間が、だれ一人として例外なく、外見と関係なく、罪人なのだというところから始まります。つまり、人間というのは、白人でも黒人でも関係なく、神様の救いが必要な存在だということです。そこに神様が、その罪人である私たち人間を救われる、しかも私たちの頭では理解できない不思議な愛をもって、ひとりひとりの人間を救われるということが福音です。その救いのために、その救いの方法として、神様は罪のない神様ご自身であり、神の御子と呼ばれるキリストを送ることによって私たちを救われます。そして、そのキリストが実際に世に来られて、私たちの代わりに十字架で死なれ、罪人である私たちの救いのためのすべてを完璧に成し遂げられました。それが、イエスがキリストですという意味です。それが福音です。キリストが世に来られて、私たちに絶対に必要な救いのすべてを成し遂げられた方なのです。ですから、どんな人でも、そして、今までどんな生き方をしていたのかとは全く関係なく、このイエス様を信じることによって人々は救われます。行いによってでもなく、律法を守るからでもなく、何かの決まりによってではなく、このイエス・キリストを信じることによって救われます。福音には神の義が現れて、信じるすべての人に救いを得させる神の力ですと、ローマ1：16-17には紹介されています。これが福音です。神様が、滅びるしかない罪人である私たちのために、この福音をプレゼントとして与えられました。けれども、これを聞いて信じる人もいるし、また、信じない人がいるわけです。なぜこのすばらしい神様のプレゼント福音なのに信じないのでしょうか。また、信じた人は、どうやって信じることができたのでしょうか。非常に大切です。そのことを聖書を通して、イエス様のお言葉に従って正しく理解して、その信仰にしっかり立って、これから次に進んで行っていただきたいと願います。
なぜ信じないのでしょうか。信じない人の理屈というものがあります。大体がこのような話をします。「話にならない」。今日の聖書を見ていても、すべては読んでいませんが、イエス様のお話を聞いていた人々が、「話にならない。おまえ人間だろう。人間であるイエスおまえが、神だなんてありえないでしょう。だれがそれを信じるのか。信じられないよ」。それが信じない人の表の理屈です。つまり、理にかなわないから信じることができないし、信じる必要もないし、信じられないということなのです。人間は、自分の今までの経験、そして、科学的な様々な論理、いろいろな常識などを取り上げて、それにまったく合わない、だから、理解できないし、理解する必要もないし、とにかく話にならないものだということで信じない理由を主張します。それが最もな話のように聞こえるかもしれません。皆さんは、そのような経験がないでしょうか。皆さんも昔はそうだったのではないでしょうか。あるいは、現場で福音を伝えたときに、そのような反応にぶつかることは、しばしばあるのではないでしょうか。それで多くのクリスチャンの方々が、「なるほど。そうかもしれない」と思ってしまうのです。話が全部、理にかなうかのように思われるからです。でも、本当にそうなのでしょうか。吟味して考えてみてください。そのような主張などが、実は、人間のレベルで唱えている内容です。人間というものは、実は、神様を離れて罪を抱えているままの人間であるし、その結果、霊的なことに対しては全く麻痺して、肉のことしか分かっていない人間が唱える理論なのです。それが当てになるものでしょうか。信用できるものなのでしょうか。しかし、世の中、地球のすべてがそれに従っているので、私たちも生まれながらそういうものに属していたものなので、それが理にかなうかのようについつい思ってしまうわけです。でも、よくよく考えてみてください。私たちには、それを見極める能力、力が今は与えられているわけです。だから、皆信じないもっともな理由を取り上げていますが、それは本当は理由にならないものなのです。人間が神になるということはありえません。彼らの言うとおりに、本当は悪魔というものは、人間は神になれるのだよと嘘をついたわけです。でも、イエス様の前では、本物の神の前では、人間は神になれないという反対の話をしたり、こんがらがらせるものなのです。覚えていてください。人間は神になれません。しかし、神様は、人間になれます。神様は、人間のかたちを取って、人間の姿を取って、人間になれる方なのです。なぜなら、神様だからです。そして、一歩踏み込んで申し上げますと、それこそが神様です。人間になれない神様なんか、神様ではありません。神様は人間になれるのです。人間は神になれません。そうしない限りは、罪ある私たち人間が、救われることは考えられません。だから、神様の本質というものは、人間になれる方なのです。救いの神様なのだから。それなのに、ちっぽけな人間の肉しか分かっていない人間の理論、その経験を取り上げて「話にならないよ。理にかなわないよ。復活なんて信じられない。海の上を歩いたなんて信じられないよ」と、全部自分のちっぽけなキャパシティの中での主張でしょう。神様側から見たときには、十分ありうることだし、それ以上のこともありうるわけです。ですから、信じないいろいろな理屈に対して、皆さん混乱しないようにしましょう。信じない本当の理由は、理にかなわないからではなくて、イエス様がおっしゃっているように、イエス様の羊でないから信じないわけです。つまり、理屈の理由ではなくて、より根本的な理由があるわけです。彼らは気づいていないでしょうけれども。なぜ福音のお話を信じないのでしょうか。なぜイエス様を信じないのでしょうか。イエス様の羊でないからです。根本的に、エペソ2：1にあるように、自分の罪過と罪との中に死んでいた者なので信じることができないわけです。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれたがゆえに信じないわけです。理にかなわないからではありません。ついつい、そのような話を聞きますと、クリスチャンの方々が、なにか圧を感じたり、縮まったりすることがあります。「やっぱり勉強不足かな」とついつい思うのでしょうが、今日限り、そういうことは全部捨ててください。いろいろな理論をもっともな理屈で取り上げるかもしれません。「そうか、イエス様の羊ではないのだね。いまのところはまだないのだね」。結局は、ヨハネ8：44に書いてあるように、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であるから、悪魔に属しているので信じないわけです。いろいろなパターンがあるのですが、大体、信じない人、信じない理屈を強く言っている人は、福音を伝えたと人と比べると、その人よりちょっとうまくいっている人、上の人、偉い人、優れた人間の方が多いわけです。だから、お話をしながらも、ついつい縮まったりしてしまいますが、そうする必要がありません。信じないことは、彼らの知識が豊富で様々な経験をしているからではありません。イエス様の羊ではないからです。これはふさわしいたとえになるか分かりませんが、何十匹のアリさんが、1,2メートル先のアリの巣まで、米一粒を運ぶために必死です。その作業の繰り返しです。そこで人間が、携帯を取り出して「おいおい、アリさん。この1,2メートルの世界ではなくて、この携帯を持っていれば、アメリカのアリさんと日本のアリさんがコミュニケーションをとれるよ」という話をしたら、アリさんはどんな反応をするのでしょうか。「話にならない。何を言っているのか。頭おかしいのではないか」。それは理にかなわないからでしょうか。アリさんの世界の理にはかなわないかもしれません。理にかなわないから信じないのでしょうか。アリだから信じないのです。分かりますか。イエス様の羊でないからです。理屈があるから、頭が賢いから、様々なことを経験しているから信じないわけではなくて、根本的にイエス様の羊でないから信じないわけです。そして、より深入りして確認していきますと、イエス様ご自身が、わたしが神様なのだとおっしゃっているのは、神が人となられたのだという話でしょう。それを裏返しますと、それこそが福音なのです。なぜ神が人間となられたのでしょうか。人間の救いのためにです。そして、その役割を全うするのがキリストなのです。だから、イエス様ご自身が、わたしが神なのだと主張しているのは、福音を語っていらっしゃるわけです。つまり、信じない人が、なぜ信じないかというと、そのお話が本物の福音だからこそ信じないわけです。つまり、信じない理由は、理屈にあるのではなくて、根本的な理由とともに霊的なところに信じない理由があるのです。つまり、福音のお話が有名な博士が書いた論文であれば信じられるのでしょうが、大学の教授や政治家のお話しであれば納得して信じられるかもしれませんが、霊的な理由があるので、神からのことばであり、神のみことばなので信じないのです。つまり、唯一、本物の真理が語られるから信じないわけです。なぜなら、偽りの父というものにとらわれているからです。信じない理由は、福音だから信じないのです。宗教のお話、道徳のお話しだったらうなずいて同意するかもしれません。でも、絶対、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる存在である限りは、一番嫌うのが、神様の真理のお話、福音なので、だから、信じることができないのです。信じないようにさせるからです。それが信じない理由です。

今日から、レムナント教会の信徒の皆さんは、この部分に対しては迷いがないように、明確に整理していただきたいと思います。

そして、逆に皆さんは、信じるようになりました。どうやって信じるのでしょうか。何が違うのでしょうか。そこで信じている私たちは勘違いします。信じていない人より私たちがどうしてもどこかやわらかい部分があるから、人間的な違いがどこかにあるから信じたと思うのでしょうが、その理屈も全部違います。そして、未信者側から見たときには、アホだから信じると思っているでしょう。話にならないものを信じて、それにいのちをかけるというのはアホ以外には考えられませんと、そういう理由を考えます。信じることに対しては。しかし、両方とも違います。まずは、信じることができないことに対しては、条件的に同じです。つまり、信じている者も、元々人間的には信じることができない者なのです。ローマ3：23、「すべての人」は…。その「すべての人」には、信じている人々も全部入っています。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。信じている私たちも、元々は信じることができない、信仰に対して無能な存在であり、不可能なものでした。人間的な違いはまったくありません。それなのに、どうやって信じる者が起こされて、いま私たちは信じて、「イエス様は神様、信じます。ありがとうございます。感謝します」と礼拝に来て、メッセージを聞きながら、また神様の御心のためにお祈りをささげたりする存在になっているのでしょうか。その理由は、人間的な違いにあるものではなくて、私たちがなぜか訳は分かりませんが、イエス様の羊だったから信じるわけです。どういう意味なのでしょうか。イエス様の羊だったから。それは今まで申し上げましたように、裏返しますと、人間的な違いはまったくありませんというのがまず大前提です。イエス様の羊だから。だれがイエス様の羊で、どうして同じ罪人なのにイエス様の羊なのか。そこはわかりません。私たちがイエス様の羊だということに気づくだけです。風が吹いてきても、どこから吹いてきて、どこに流れているのか分かりませんが、葉っぱがゆらゆらしているのを見て分かるように、福音のお話、本当の真理のいのちの福音を聞いて、それを信じることを見ると、イエス様の羊だということが分かるわけです。それ以外には、何も理由がありません。会えて申し上げると、神様に選ばれたものなのです。なぜ選ばれたのかは分かりません。選ばれたというのがどうやってわかるのかというと、福音のお話を信じているからです。信じられるような要素があるから選ばれたり、そのために信じることができたわけではなくて、まったく同じ無能な不可能な罪人なのに、神様に選ばれて、神様のまったき恵みによって、私たちの方から考えると不可思議で到底理解できない神様の恵み、神の愛によって、イエス様の羊として選ばれたわけです。だから、頭が良いから、元々、心優しいからイエス様を信じるわけではありません。逆にものすごくひどい苦しみを味わっているから、精神的な問題から今まで経験したことのない限界を味わうことによってイエス様を信じました。それはきっかけにはなりますが、それが信じる理由ではありません。そうだとすれば、そのような苦しみを味わっている者は、未信者の中にもいくらでもいらっしゃいます。それが理由ではありません。分かりませんが、信じることになりました。イエス様の羊だから。100％、200％、神の恵みです。
そして、後々から分かることなのですが、イエス様の羊に対しては、この福音のお話をもって聖霊様が働かれます。目に見えないけれども聖霊様が働いていて、Ⅰコリント12：3にあるように、聖霊によらずには「イエスを主」と告白することはできないのです。Ⅰテサロニケ1：5においても、聖霊と力と確信によってと言われています。聖霊様が、同じく罪人として人生を歩いている私たちに対して、この福音のお話を聞かせることによって、同じく聞いて話にならないという人もいるのに、イエス様の羊に対しては、そこで悔い改める気持ちを与えられます。「ああ、そうなのだね。今まで違っていたのだね。今まで間違っていた道を歩んでいたのだね。今まで先祖祀りをしながら偶像に何かあるかのように、宗教的に頑張ればよくなるということばかり考えて生きてきたのだけど違うのだね。人間は罪人であり、神の救いの他には道はないのだね」と悔い改める気持ちになって、イエス・キリストに向かわせるのです。そして、そのイエス様が、自分の救い主だと信じる信仰を与えられます。聖霊様が。その結果、イエス様を自分の救い主として心に受け入れるようになります。白人か黒人かなどとは一切関係ありません。それが信じるようになった理由です。なぜ信じることができたのでしょうか。イエス様の羊だからです。なぜ信じないのでしょうか。イエス様の羊でないからです。そこには、先ほどから申し上げましたように、非常に大きなメッセージがあります。人間的な条件は、一切関係ないということなのです。信じる人、信じない人。このことに対して、正しい答えをしっかり握って、皆さん、これから心に留めてください。人間の外見などでは、まったく知ることができません。その人がイエス様の羊なのか、羊でないのかは、人間的な外見、条件などによっては見極めることはできません。一緒なのです。ですから、たとえクリスチャンになった人でも、信じた人でも、自分の何かを自慢できるようなものは一切ございません。人と比較したり、自慢したり、反対に落胆したりということ自体、全部おかしいわけです。そういうことと一切関係ありません。だから、クリスチャンにもしあるとすれば、感謝以外にありません。感謝だけです。信じるか信じないかの理由が分かったときに、感謝以外にありません。ローマの手紙、コリントの手紙、パウロの手紙の内容の大きな脈というものがあります。どうして自慢できるのか。どうして誇れるのか。どうして人間を取り上げることができるのか。本当に本当のことが分かれば、という話です。逆に、そういった人間的な外見や条件などに振り回される理由もありません。顔つきが良いか悪いか、何の関係もありません。そういうことを取り上げるのが、悪魔のしわざなのです。
ですから、このメッセージを握って、皆さん、真実に問いかけてみてください。「自分はだれなのだろうか」。皆さんは、自分はだれなのでしょうか。どこで自分を見つけるのでしょうか。日本人として生まれた。学歴がこれぐらい。太っている、痩せている。これらは人の評価に過ぎない者なのですが、顔つきがかっこいい、気持ち悪いなどということで、自分をそこで見つけるのでしょうか。自分はいったいだれなのでしょうか。イエス様の羊なのか、羊でないのか、それだけなので、自分の存在を発見して、自分のアイデンティティを正しく見つけるためには、イエス様がキリストだという信仰だけです。自分はだれなのか。イエスがキリストだと信じる者、それが自分です。そこからスタートしないと、道を失ってしまいます。だから、毎日、自分と向き合って、自分はだれなのだろうと問いかけてください。そこで今までの意見がいっぱいあると思います。自分が考えたことも、周りから言われたことも、普通に一般的な常識などの基準による評価などいろいろあると思います。それは自分ではありません。自分は、イエスがキリストだと信じる者、それが自分です。それ以外は、自分ではありません。そこからです。ぜひ兄弟姉妹の皆さんは、今日から、難しいことを考えずに、複雑なことを考えずに、自分はだれなのだろうと問うてください。大きな過ちを犯しているかもしれません。人と比べたときにいろいろな弱点や劣ることがいっぱいあるかもしれません。それは自分ではありません。自分は、イエスがキリストだと信じる、つまり、イエス様の羊、これが自分です。いつもそこに立ってください。芸能人もスポーツ選手なども、原点に戻ってとよく言いますが、原点に戻るというよりは、元々そこしかないのです。他のところに行かないように。自分はだれか。イエスはキリスト。自分はだれ。イエスはキリスト。ただの話ではありません。悪霊と目に見えないサタン、悪魔との戦いです。一番恐れます。それが信じられないように、それが思い浮かばないように他のものを代わりに取り入れる。それがサタンの作業です。それがサタンの専門です。だから、知識の問題とか頭のIQの問題だとか、教会の経歴が短いからとか、そういうことではなくて、覚えていてください。福音だから、それだけは嫌だということで、イエスはキリストですと信じる信仰の方に行かないように、人間の外見の方に持っていくわけです。

これから、クリスチャンの皆さんはどんな過去があろうが、今現在、どんな辛いことがあろうが、そういうことは関係なく、ただいイエスがキリストだと信じる信仰、この信仰だけを根拠に、自分は祝福の者だ、自分は救われた幸いな神のものだという確信をもって、そこから与えられる感謝を逃してはいけません。感謝の人にならなければいけません。うまくいけば感謝、少し辛いことがあれば、少し何か問題があれば、ついついまた巻き込まれてしまう。その辛いことは、巻き込まれて落胆してダウンするための、困難させるために与えられているものではありません。逆です。そういうことがあっても、自分を見失わないように、おまえはそれによって振り回されるような存在ではない、イエスの羊なのだからということをさらに固めて確認させるために許されるものなのです。勘違いしないようにしましょう。ちょっとした問題があれば、地球のすべての思いを自分一人で背負っているかのように感じますか。私はイエス様の羊です。そして、今日は読んでいませんが、次の箇所を見ると、イエス様の羊であれば、その人は、だれも奪い取ることができません。つまり、永遠のいのちを持っていると確信を持っていてください。
それから、最後に、この確信と感謝をもって、じっと考えてみると、このように整理されます。現場を見ながら、だれでも信じることができると。なぜなら、人間の外見と条件と関係ないからです。だれでも信じることができます。人間の外見と関係なく。しかし、だれもが信じるわけではない。それをしっかり整理してください。別の言い方で申し上げると、すべての人に福音が必要だということです。福音が必要でない人間はだれ一人いません。しかし、イエス様の羊だけが福音を受けるようになっています。だれがイエス様の羊なのかはわかりません。それはどういう意味なのかというと、皆に福音が必要なのですが、結局、受け入れるものはイエス様の羊しかないから、イエス様の羊がだれなのか、いつもそればかりという意味ではなくて、信じない人がどれほどいるにしても、必ず信じる人がそこには備えられているという意味なのです。イエス様の羊は必ずいるわけですから。理屈によって信じるのではなく、そのように整理してください。イエス様の羊であれば必ずこの福音を受けるようになっているのだと。皆さんの実力と関係ありません。言葉が達者なのかどうか関係ありません。そういう意味で、福音宣教において、この福音の内容そのものに確信をもって、ありのまま原色そのままに、どうしても人間的に理解してもらおうとして、これをちょこちょこ変えようとするのですが、それは勘違いです。理屈によって信じる、信じないが決まるわけではないので、逆にありのまま原色の福音をそのまま話してください。もちろんその人の今の事情に合わせてなのですが、内容を曲げてはいけません。時代がどう変わろうが、問題がどう変わろうが、イエスがキリストであり、イエスの他にはいのちはありません。福音宣教において、皆さんが自信と確信をもって大胆になってください。ですから、受け入れなかった、信じることがなかったなどに落胆する理由がありません。福音の純粋な内容をもって大胆に、しかも持続して福音宣教に励むクリスチャンであることを祈りたいと思います。何も気にしなくても構いません。まず、皆さんが、自分はだれなのだろうと問いかけてください。鏡を見ても、そこに皆さんはいません。鏡を今朝も見たでしょう。私は髪の毛がだいぶ薄くなっているそこにいましたが、それは自分ではありません。どこでみなさんを見つけるのでしょうか。周りから指を指されて、おまえはああだ、こうだと言うかもしれません。おまえ気持ち悪いなと。それが傷になるというのも、よく考えてみると贅沢なことなのです。なぜ傷になるのでしょうか。気持ち悪い？言われて当たり前でしょう。本当は地獄の子なのだから。だから、それ以上の私は気持ち悪い、それ以上の汚い人間なのです。だから、私にはキリストしかいらっしゃいません。キリストなのです。それ以上、傷つく理由はありません。2部の礼拝でもお話しするつもりですが、勘違いしないでください。自分をどこで見つけるのでしょうか。皆さんは何があっても、イエス様を信じるそれひとつによって、他のすべてと関係なくイエス様の羊なのです。幸いな者なのです。聖書を鏡にしてください。イエス・キリストの十字架を、復活を、皆さんを映しだす鏡にしてください。そうでないと100％悪霊に、サタンにだまされます。悪霊は、盗人であり強盗であり滅ぼすものなのです。そのようにだまされてあげる必要などないのではないでしょうか。自分はだれなのでしょうか。だれかに言いました。皆さんもやってみてください。朝起きたら「自分はだれなのだろうか」。真剣に一番真っ先に、その問いかけとともに確認してください。他のところにフラフラ散歩に出かけないで、十字架の前に立って、イエスはキリストと信じる者、それが自分なのです！そうならば、過去がどうであれ、どんな傷があろうが関係なく、自分は幸いな者で、自分は永遠のいのちを持っている者なのだ。自分は暗闇の力を打ち砕いて、人々に人生の答えを与えて、人々を生かすことができる伝道者だ。これらを毎日、毎日、確認できます。そこに死の影の谷を歩くような試練がやって来たときに、それは逆に幸いです。私には乏しいことがありませんと乗り越えられるようになるでしょう。それをクリスチャンと言います。そこら中の羊ではない人々と一緒にしないでください。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。主の御名をほめたたえます。私たちの頭では理解できませんけれども、イエス様を信じる信仰を通して、自分はイエス様の羊であることを確認し、また確信をして揺れることがないようにひとりひとりを導いてください。そして、現場において、福音宣教において、揺れることなく突き進むことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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